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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

２１世紀の知識基盤社会においては、生きる力を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やか

な体」の調和のとれた児童生徒の育成が求められている。さらに、教科等を横断して改善すべき

事項として、情報教育、キャリア教育、安全教育などがあげられている。 

また本市においては、「宮崎で育ち、学ぶことを通して、郷土に誇りと愛着を持つ感性豊かな

子どもたちの育成」を「目指すべき姿」として、「宮崎市教育ビジョン」が策定され、その中で、

確かな学力やキャリア教育等の充実が求められている。また、東日本大震災の教訓や日向灘域の

地震の活動化を受け、本年度より市内の小中学校に新たに防災主任を置いた。さらに、本年度中

に、市内すべての小中学校のコンピュータを入れ替え、教育の情報化のさらなる推進に努めてい

るところである。 

これらの社会や宮崎市の状況を踏まえ、本研究班においては、状況に応じて自ら考え、判断し、

命を守る行動ができる児童生徒の育成について究明することにした。 

本来、防災とは、風水害、火災などの全ての災害を防ぐという意味であるが、2011 年に東日本

大震災が起きたことと日向灘域でいつ地震が発生してもおかしくない状況であることから、地

震・津波を対象にした防災教育を研究することにした。地震・津波が起きるメカニズムと地震が

起きている際の避難の方法や津波から避難する方法を学ぶ防災学習と、より安全に地震・津波か

ら避難するための避難訓練を計画、実践することで、状況に応じて自ら考え、判断し、命を守る

行動ができる児童生徒を育成できると考えた。 

 

Ⅲ 研究目標 

災害時における危険を認識し、日常的な備えを行うと共に、状況に応じて的確な判断の下に、

自らの安全を確保するための行動ができる児童生徒の育成の在り方を究明する。 

 

１－１ 

「生きる力を育む教育活動の創造」 

～自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～ 

全体研究主題 

教育の情報化研究班 キャリア教育研究班 

 

防災教育研究班 

状況に応じて自ら考え、判断し、命を守る行動ができる児童生徒の育成 

 

各班研究主題 



Ⅳ 研究仮説 

地震・津波に関する基礎的・基本的事項を理解させる授業を行い、避難の方法を見直せば、災

害時における危険を認識し、日常的な備えを行うと共に、状況に応じて的確な判断の下に、自ら

の安全を確保するための行動ができる児童生徒の育成が図られるだろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

研究構想を図に表すと、【図 1】となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

１ 実態把握 

(1) 意識調査実施・結果分析 

平成２４年７月に研究員の勤務する小学２、４、６年児童（155 名）と中学１、２、３年

生徒（99 名）を対象に地震・津波に関する意識調査を行った。【図 2】から【図 5】はその結

果である。 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】 【図 3】 
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災害時における危険を認識し、日常的な備えを行うと共に、状況に応じて的確

な判断の下に、自らの安全を確保するための行動ができる児童生徒 

 

授業１「地震・津波を知る」 

○ 地震・津波発生の 

メカニズムを学ぶ 

 

授業２「対処行動を知る」 

○ 避難の仕方を学ぶ 

防災学習 

地震・津波から命を守る 

実践的な訓練 

○ 落ちてこない、倒れてこな

い、移動してこないを根拠とし

た一時避難 

○ まずは近くの高台へ避難 

○ 校舎内は「おはしも」 

を守り、校舎外は走る 

○ 職員の動き 

防 

災 

教 

育 

避難訓練 

 

児童生徒の「防災」に関する実態把握と分析（７月実施） 

① アンケートの実施  ②避難訓練の参観 

【図 1 研究構想】 



 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】より、「宮崎市で大きな地震が起こると思いますか」の問いに、「思わない」、「分から 

ない」と答えた児童が 65％、生徒が 28％いることが分かる。そこで、宮崎市でも大きな地震が

起こる可能性はあることを理解させる必要があると考えた。また【図 3】からマグニチュードの

意味を正しく理解していない児童は 47％、生徒は 29%、【図 4】から津波が発生するしくみを「あ

まり知らない」、「知らない」と答えた児童は 44％、生徒は 42％いることが分かる。そこで、地

震・津波の起こり方や地震・津波に関する基本的事項を理解させる必要があると考えた。【図 5】

から、大きな地震発生時に校内における安全な避難場所を「知らない」と答えた児童は 39％、生

徒は 67％いるので、大きな地震が起こった場合に、校内でのより安全な避難場所について考えさ

せる必要があると考えた。 

 

(2) 避難訓練の分析（７月） 

７月１１日（水）に、恒久小学校で避難訓練が実施された。現段階での避難の仕方や流れをビ 

デオ撮影し、実態を把握した。 

ア 概要 

  ・ 清掃時間中の実施 

  ・ 日向灘域を震源とする地震発生と想定。震度７の揺れがある。揺れがおさまった後に緊急 

   速報で津波警報が出る。 

  ・ 児童は、予め決められた校舎の３階に避難をする。 

イ 児童の実態と反省 

避難をする際に、近くの児童同士で「走ったらだめ。」と声をかけていた。避難をするときは、

落ち着いて避難をすることができていた。また、避難後は、ほとんどの児童が整列し、静かに

待つことができていた。しかし、緊急地震速報後の身の安全が確保できていない児童が多く、

地震の効果音が流れていても歩いて避難をしていた。そのため、地震から津波のメカニズムを

理解させ、まずは揺れから身の安全を守ることの徹底が必要だと感じた。 

ウ 職員の実態と反省 

避難場所が予め決められていることは、児童にとっても職員にとってもわかりやすいと感じ

た。避難後は、出席番号順に静かに座らせることで、人数把握がしやすかった。しかし、揺れ

ている最中に移動をしている児童が多く、事前学習での緊急地震速報から避難までの流れや動

きの徹底が足りなかった。また、３階の連絡通路に職員を配置する必要があると感じた。職員

を配置したうえで、違う校舎に行った児童の移動は、１・２階ではなく、可能な限り３階を通

行する方がよいと感じた。 

      

【図 4】 【図 5】 
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２ 研究内容 

(1)  授業づくり 

意識調査の結果と避難訓練の児童の様子から、地震や津波への危機意識を高めるとともに、 

地震や津波がいつ起きてもそれに適切に対処でき、自分の命を確実に守ることができるような

防災学習を行う必要があると考えた。 

そこで、「釜石市の津波防災教育のための手引き」を参考に授業づくりを行い、指導の概略を 

【表 1】のように考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 避難訓練改善の視点づくり 

７月に実施した避難訓練により、①児童の行動改善と、②職員の行動改善・徹底の２つの視 

点から避難訓練を改善していく必要があると認識した。 

ア 児童の行動改善の視点及び手  

立て 

(ｱ)  児童の実態より、「緊急地 

震速報後にまず身の安全を 

守ること」ができていないこ   

とがわかった。緊急地震速報 

後にやってくるのは地震な 

ので、まず身の安全の確保が 

重要である。その際、「安全 

の根拠」を示す必要がある。 

(ｲ)  揺れがおさまった後の行   

動として、「お・は・し・も」  

を守りながら校舎の３階に 

上がることを共通実践する 

ことが重要である。しかし、 

【表 1 防災学習の指導の概略】 

【表 2 児童の行動改善の視点及び手立て】 
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校舎外から避難をしてくる児童に関しては走って校舎に向かうことが必要である。また、

校舎に入った後、１・２階の校舎間移動ではなく、３階での移動を徹底させる必要がある。 

(ｳ) 揺れがおさまった後の避難行動で、まずは率先避難が最優先である。しかし、「自分だ

け避難をすればよい」のではなく、「共助」の考え方をもつことが大切であるので、特に上

級生には指導する必要がある。 

以上のことより、児童の行動改善の視点及び手立てを【表 2】のように考えた。 

イ 職員の行動改善・徹底の視点及び手立て 

(ｱ) 避難訓練の実態より、緊急地震速報から３階に避難するまでの流れを事前指導で徹底さ

せることが必要である。 

(ｲ) 身の安全を守り、揺れがおさまった後「まず近くの校舎の３階へ上がる」ことを徹底さ

せることが必要である。校舎間移動は、３階のみで行うことも確実に指導する。 

(ｳ) 校舎間移動は、全員３階の連絡通路を通すので、職員配置を変更し、通路傍に職員を配

置することが必要である。 

(ｴ) 各校舎の責任者（校長・教頭） 

の連絡の取り方や場所を再考

し、いつ、どこで、どのよう

に連絡を取り合うかを決めて

実施する必要がある。 

以上のことより、職員の行  

動改善・徹底の視点及び手立   

てを【表 3】のように考えた。 

 

３ 研究内容の検証 

 (1) 検証授業 

ア 小学校 第６学年「学級活動」（題材名：地震・津波の起き方を知ろう） 

(ｱ) 本時の目標 

地震・津波の起き方を知り、日本では大きな地震や津波が発生しやすいことを理解する

ことができる。 

(ｲ) 学習指導過程 

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 準備物 

導 

 

 

入 

１ 大きな地震による被災写真を見て、

地震・津波の恐ろしさを知る。 

２ 宮崎県（市）でも大きな地震が起き

る可能性があることを知る。 

 

３ アンケート結果から、自分のこれま

での防災意識を知る。 

４ 本時のめあてを確認する。 

 

○ 建物が壊れてしまうだけでなく、地面も崩れ

てしまうことを確認する。 

○ 地震の歴史年表をもとに、今後、日向灘域で大

きな地震が発生する可能性があることを確認す

る。 

○ 事前に実施したアンケート結果から、今まで

の防災に対する意識面の課題に気付かせ学習へ

の目的意識をもたせる。 

○ めあてを立て、全体で確認する。 

写真 

 

年表 

 

 

アンケート 

結果 

地震・津波の起き方を知ろう。 

【表 3 職員の行動改善・徹底の視点及び手立て】 
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(ｳ) 授業の実際 

導入場面では、地震・津波の恐ろしさを認識する写真や映像を見せ、また、宮崎市でも大きな 

地震が起きる可能性があることを示す資料を提示した。さらに、自分たちの防災意識が低いこと

を示すアンケート結果を提示した結果、児童の側から地震・津波の起き方や避難の仕方について

学習する必要性があるという意見が出され、本時のめあて設定を行った。展開場面では、まず、

地震の発生メカニズムを理解させるために、地震発生地点を示す分布図を提示し、４つの大きな

プレートが重なっているという日本の地理的状況に気付かせ、日本は地震が多く発生する国であ

ることをおさえた。津波の発生メカニズムについては、班ごとに話し合う時間を設定した。児童

は、日向灘域が震源地だった場合の映像を想起しながら、津

波の起き方について意見を出し合い、真剣に考え発表するこ

とができていた【図 6】。終末場面では、本時の学習内容の確

認のために、クイズ形式のワークシートに取り組ませた。そ

の様子から、児童一人一人の地震・津波の起き方についての

理解度を確認することができた。「初めて地震・津波について

真剣に考えた。色々なことが分かった。これからは、防災意

識を高め、いつ大きな地震が来ても大丈夫なように備えをし

っかりとしておきたい。」と感想を書いている児童もいた。 

(ｴ) 成果 

  授業後に行った意識調査（対象は７月実施と同じ）の結果では、「宮崎市で大きな地震が起きる 

と思う」【図 7】と答えた児童生徒は７月に比べて 28％増えた。また、「震度７の状態」【図 8】や 

「マグニチュードの意味」【図 9】についての正答率が上がり、「津波が発生するしくみを知って 

いる」【図 10】と答えた児童生徒が 37％増えるなど、授業を通して大きな地震が起こることへの 

危機意識を高めることができ、地震や津波に関する基本的な知識の理解度が高まったと考える。 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

５ 地震の起き方を知る。 

(1)  地震分布を示す資料を見る。 

(2) 地震が起きる原因を知り、日本は

地震が起こりやすいことを知る。 

６ 津波の起き方を知る。 

(1) 津波の起き方を考える。 

○ 日本列島の周辺には、４つのプレートが重な

り合っているため、地震が多いことをおさえる。 

 

○ 地震が起きるとなぜ津波が発生するのか、班

ごとに話し合わせる。また、地震によって生じ

た海水面の差が津波になることをおさえる。 

資料 

映像 

プレート図 

映像 

 

終 

末 

７ 本時のまとめをする。 

(1) 地震・津波の起こり方をワークシ

ートで確認する。 

(2) 次の学習内容を確認する。 

○ 本時の授業の感想をワークシートに記入し発

表させる。 

○ 次時は、地震・津波への対処行動について学

習することをおさえる。 

ワークシ

ート 

( クイズ

形式) 

【図 6 授業の様子】 

【図 7】 
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【図 8】 



 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学校 第３学年「学級活動」（題材名：地震・津波への対処行動を知ろう） 

(ｱ) 本時の目標 

地震・津波が発生したときに、自らの安全を確保する対処の仕方について理解することがで 

きる。 

(ｲ) 学習指導過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｳ) 授業の実際 

地震から身を守る避難では、校内の８か所（教室、グラウンド、トイレ、調理室、図書室、

体育館、廊下、靴箱）をグループに割り当て、安全な身の守り方を話し合わせて発表させた。

生徒は、地震の時には場所によって危険なものがかわることを、他の班の意見から気付いて 

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 準備物 

導 

入 

１ 前時の学習を振り返る。 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

○ 前時の学習内容を振り返り、地震・津波が起き

るメカニズムについて確認する。 

 

資料 

写真 

 

展 

 

 

開 

３ 地震による揺れが起きた時の安全の

確保の仕方を学習する。 

(1) 揺れているとき 

(2)  揺れがおさまった後 

 

４ 津波から避難する方法を知る。 

(1) 津波ハザードマップで確認する。 

(2) 状況に応じて避難の仕方を考え 

る。 

(3) DVDを見て、避難について確認を

する。 

○ 緊急地震速報を流し、様々な状況下における

地震発生時の様子を想像させ、身の回りにある

具体的な危険物について、意見を出させる。 

○ 安全な場所の根拠（落ちてこない、倒れてこ

ない、移動してこない）を確認する。 

○ 数分で津波が到達することもあるので、率先

して避難を開始する、とにかく高い所に逃げる、

想定にとらわれないことを指導する。 

○ 避難をする時には「共助」の考え方をもつこ

とも大切であることを指導する。 

○ 校内では「おはしも」を守り走ってはいけな

いが、校外では走って高台に移動することを指

導する。 

写真 

 

 

 

 

動画 

 

 

 

DVD 

終 

末 

５ 本時のまとめを行う。 

(1) ワークシートで確認する。 

(2) 学習のまとめをする。  

○ ワークシートに記入させる。 

○ 地震・津波から身を守るための行動のポイン

トについて全体で確認する。 

ワークシ

ート 

( クイズ

形式) 

地震・津波から、安全に身を守る対処の仕方を知ろう。 

【図 10】 【図 9】 
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【図 13】 【図 12】 

【図 14】 【図 15】 

いた【図 11】。各班の発表内容をまとめ、安全の定義（落ちてこない、倒れてこない、移動して

こない）を掲示し、全体で確認した。 

地震発生後の津波から身を守る避難では、学校外の環境を想定し、班で話し合わせた。多くの

班では、すぐに近くの高い建物や場所に避難するという点で意見が一致していた。自分が避難す

るときに、他の人たちに声を掛けながら避難するという意見もあり、他の班から賛同を得ていた。 

授業の最後には、宿題としてプリント【表 4】を配付し、災害時における連絡方法や避難場所

等について家族で確認させることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 成果 

授業後に行った意識調査（対象は７月実施と同じ）の結果では、「緊急地震速報を知っている」

と答えた児童生徒は 13％【図 12】、「大きな地震が発生したとき、学校の中でより安全な場所を

知っている」が 43％【図 13】、「津波注意報または津波警報が出されたときの行動」として「高

いところに逃げる」が 10％【図 14】と、それぞれ増えており、地震や津波が発生したときの対

処行動についての理解が深まったと考える。また、「家族が離れているときの集合場所を決めてい

る」【図 15】、「家族が離れているときの連絡方法を決めている」【図 16】は７月の調査結果に比

べ、ともに 27％増えており、宿題として活用したプリントが効果的であったことが分かる。さら

に、「大災害時への備えとして最も大切なこと」を「自分自身で災害に備える」【図 17】とした回

答が 35％増えるなど、児童生徒の意識が高まったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【表 4 家族で話し合ってみよう】 
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【図 11 授業の様子】 



【図 17】 【図 16】 

【表 5 避難訓練の学習指導案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 避難訓練の分析（１１月） 

  １１月２６日（月）に、恒久小学校で避難訓練が実施された。防災学習後の避難訓練がどのよ 

うに変化したかをビデオ撮影し、様子をみた。学習指導案【表 5】において、波線は児童の行動

改善の視点及び手立て、下線は職員の行動改善・徹底の視点及び手立てとして記載した。 

ア 概要 

・ 昼休み時間中の実施 

・ 日向灘域を震源とする地震発生と想定。震度７の揺れがある。揺れがおさまった後に、緊

急速報で津波警報が出る。 

・ 児童は、予め決められた校舎の３階に避難をする。 

・ 停電のため放送が使用できない。 

イ 児童の行動の変容 

防災学習との連携で、緊急 

地震速報から避難までの流れ 

を理解し、実践できた児童が 

増えた【図 18、図 19】。まず 

近い校舎の３階に上がる行動 

が増え、校舎間移動も３階を 

使用する人数が増えた。共助 

の考え方も浸透し、上学年の 

児童が下学年の児童を誘導す 

る姿が見られた。しかし、事 

前指導が不十分であり、全員 

の行動が徹底できていなかっ 

た。今後の事前指導のあり方 

が課題である。 

ウ 職員の行動の変容 

職員の反省の中に、「確認 

場所を見る際に、その区域を 

複数で見ることができたので 

すごく早かった。」というも 

のがあった。また、教頭の立 

つ場所を３階連絡通路に変更 
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したので、児童把握の速さや正確さが向上したが、児童を探しに行く職員の連絡方法や、３階

通路の行き来を誰が許可するのか等の課題は多い。また、様々な場面で避難訓練を実施するた

めの年間指導計画を立て、段階的に実施する必要性を感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 研究の成果 

   地震・津波に関する基礎的・基本的事項を理解させる授業と避難訓練を関係付けて行ったこ 

とで、防災への意識が高まり、主体的に思考・判断して、より実践に即した訓練とすることが 

できた。また、避難訓練を通して見えてきた課題を防災学習の授業の中で指導することができ 

るなど、相関関係を生かした取組を行うことができた。さらに、地震・津波への対処方法を考 

える授業を実施することで、職員自身も学校内の施設を見直したり、学校外の避難ルートなど 

を視野に入れたりすることができた。 

 ２ 研究の課題 

   今年度、学級活動の時間において、地震・津波の起き方や対処の仕方についての授業を一時 

間ずつ行った。しかし、学級活動の時間だけでなく、他教科等の中でも、地震・津波について 

関連付けた学習内容を指導していく必要性を感じた。 

 今後は、宮崎市教育委員会が作成する防災教育に関するカリキュラム（防災教育の手引き） 

等を活用し、全教育活動の中で防災教育の充実を図っていく必要がある。 

 

＜引用・参考文献＞ 

○「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（文部科学省、平成２２年３月） 

○ 学校防災マニュアル（地震・津波災害）作成の手引き（文部科学省、平成２４年３月） 

○「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関する有識者会議」最終報告（東日本大

震災を受けた防災教育・防災管理等に関する有識者会議、平成２４年７月） 

○ 釜石市津波防災教育のための手引き（釜石市教育委員会・釜石市市民部防災課・群馬大 

学災害社会工学研究室、平成２２年３月） 

○ みやざきの自然災害 地震・津波・火山・気象災害を知って備える（みやざき公共・協 

働研究会、平成２４年６月） 

＜研究同人＞ 

所  長  有村 政美 

指導主事  楠田  隆 

研 究 員  錦織 謙一（恒久小学校）        黒田 芳伸（檍中学校） 

      山田 啓子（住吉小学校）        児玉   健 （宮崎中学校） 

      中村 貴一（小戸小学校）        桒畑 宏輔（赤江中学校） 

【図 18 校舎内での避難の様子】 【図 19 校舎外での避難の様子】 
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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

２１世紀の知識基盤社会においては、生きる力を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな

体」の調和のとれた児童生徒の育成が求められている。さらに、教科等を横断して改善すべき事項

として、情報教育、キャリア教育、安全教育などがあげられている。 

また本市においては、「宮崎で育ち、学ぶことを通して、郷土に誇りと愛着を持つ感性豊かな子

どもたちの育成」を「目指すべき姿」として、「宮崎市教育ビジョン」が策定され、その中で、確

かな学力やキャリア教育等の充実が求められている。また、東日本大震災の教訓や日向灘域の地震

の活動化を受け、本年度より市内の小中学校に新たに防災主任を置いた。さらに、本年度中に、市

内すべての小中学校のコンピュータを入れ替え、教育の情報化のさらなる推進に努めているところ

である。 

一昨年度より、本研究班では、実物投影機を中心とした ICT 機器の活用についての研究を進めて

おり、授業における ICT 機器の活用が市全体でも図られ始めている。しかし、「全国学力・学習状

況調査」では、児童生徒の学力の課題として「さまざまな学習場面で、習った知識・技能を活用し、

思考・判断・表現できる能力を育む必要があること」等が挙げられている。今後は、ICT 機器の活

用を進めるとともに、課題となった学力を身に付けることにも目を向ける必要がある。 

そこで、本年度は、児童生徒の思考・判断・表現できる能力を育むために「情報活用の実践力」

を高めていくことに注目した。情報活用の実践力とは、情報教育の目標の一つであり、「課題や目

的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・処理・編

集・創造・表現し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力」である。宮崎市の全体研

究主題である「自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成」をめざし、本研究班では、情

報活用の実践力を高める指導の工夫を通し、「情報を適切に選択・整理し、自分の考えを発信・伝

達する児童生徒の育成」を研究主題として研究を行うことにした。 

 

Ⅲ 研究目標 

情報を適切に選択・整理し、自分の考えを発信・伝達する児童生徒を育成するために、情報活用

の実践力を高める指導の在り方を究明する。 

 

 

「生きる力を育む教育活動の創造」 
～自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～ 

全体研究主題 

キャリア教育研究班 
 

防災教育研究班 
 

教育の情報化研究班 
情報を選択・整理し、自分の考えを発信・伝達する児童生徒の育成 

～情報活用の実践力を高める指導を通して～ 

各班研究主題 



１－１２ 

【図１】情報活用の実践力についてのアンケート（一部） 

Ⅳ 研究仮説 

児童生徒の実態を踏まえ、「情報活用の実践力」を育成するための段階表や活動モデルを作成し、

学習指導過程に位置付け授業を実践すれば、情報を適切に選択・整理し、自分の考えを発信・伝達

する児童生徒を育成することができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

１ 実態調査 

情報活用の実践力にかかわる実態調査を行うにあたり、「情報活用の実践力尺度の作成と信頼性

及び妥当性の検討」（1999 高比良ら）１）を参考にした。高比良らは「情報活用の実践力」を収集

力、判断力、表現力、処理力、創造力、発信・伝達力の６つの能力とし、【表１】のように説明し

ている。 

【表１】「情報活用の実践力」の各能力とその内容 

能力名 能 力 の 内 容 

収集力 目的に応じて必要な情報をもれなく適切な手段で主体的に収集する能力 

判断力 数多くある情報の中から必要なものを選択し、内容を判断し、適切な情報を引き出す能力  

表現力 情報表現の特性を理解し、伝えたい情報を適切な形式で表現する能力 

処理力 収集した情報に適切な処理を加えて、必要な情報を読み取る能力  

創造力 自分の考えや意見をもち、情報を創造する能力  

発信・伝達力 受け手の立場や情報を処理する能力を意識して、情報を発信・伝達する能力 

これら６つの能力の内容を基に、授業における情報活用の実践力について実態調査（対象：小

学校３校・中学校３校の教員

113 名、実施時期：９月）を

行った。アンケートは【図１】

のように、１つの能力につい

て５つの質問を設け、４段階

で回答するようにした。【図

２】は、各能力について、５

つの質問の合計をまとめた集

計結果である。小学校の低・

中・高学年、中学校の４つの

段階に分け集計を行った。 

実態調査 

情報活用の実践力

にかかわる実態の

把握（調査問題の

作成、実施、分析） 

理論研究 

「情報活用の実践力」段階

表の作成、検討 

「情報活用の実践力」活動

モデルの作成、検討 

授業実践 

小学校 第５学年 理科 

「雲と天気の変化」 

中学校 第３学年 理科 

「酸・アルカリとイオン」 

【研究主題】「情報を適切に選択・整理し、自分の考えを発信・伝達する児童生徒の育成」  

～情報活用の実践力を高める指導を通して～  
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小・中学校を通してみると、肯定的な回

答が半数を超えている能力はほとんどない

ことが分かる。その中で特に低いのは、「判

断力」、「創造力」である。「判断力」につい

ては、どの発達の段階においても低い傾向

にあった。 

小学校では、低学年において、「まったく

あてはまらない」がすべての能力で 40％を

超えているが、中・高学年では、20％以下

である。 

中学校でも、すべての能力で「まったく

あてはまらない」は 20％以下であるが、肯

定的な意見は４つの能力で小学校高学年を

下回っている。 

これらの結果から、情報活用の実践力を

高めるためには、次のようなことが必要で

はないかと考えた。 

○ 教師が発達の段階ごとに指導すべき

内容を把握しておく。 

○ 教師が普段の授業の中で、各能力を

高めることを意識して指導する。 

そこで、本研究では、それぞれの発達の

段階における「情報活用の実践力」を高め

るための学習活動を明確にし、授業の中で

どのような手立てを講ずれば、「情報活用の

実践力」の６つの能力を高めることができ

るのかを研究していくことにした。 

具体的には、６つの各能力を高めるため

に、どの学年で、どのような学習活動を行

うのかを明記した「段階表」を作り、教師

の指導の手がかりとなるようにした。また、

授業の中で、それぞれの能力のかかわりや学習プロセスを表した「活動モデル」を作成し、学習

指導過程に位置付け、実践することにした。 

 

２ 理論研究 

【表１】の「『情報活用の実践力』の各能力とその内容」を具体的で分かりやすいものにするた

めに、本市の児童生徒の実態を踏まえ、本研究班における各能力の解釈を【表２】のようにし、

各能力に A～Fの記号を付けて表した。 

 

 

【図２】「情報活用の実践力」実態調査結

【図２】「情報活用の実践力」実態調査結果 

) 】 
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【表２】本研究における「情報活用の実践力」の各能力の解釈  

能 力 名 本 研 究 班 に よ る 解 釈 

A 収 集 力 課題や問題を基に、進んで情報を集め、調べることができる。 

B 判 断 力 集めた情報が正しいか見極め、必要な情報を見つけ出すことができる。 

C 表 現 力 文・図・表を作成するなど、情報を整理することができる。 

D 処 理 力 整理した情報から筋道を立てて考え、分析することができる。 

E 創 造 力 得た情報に自分の見方、考え方を加え、作り変えることができる。 

F 発信 ・ 伝達力 相手に伝わるように、自分の考えを分かりやすく伝えることができる。 

 

⑴ 段階表の作成・検討 

【表２】の解釈を基に、「情報活用の実践力」の各能力を伸ばすための具体的な学習活動を検討

し、【表３】のような「『情報活用の実践力』段階表」を作成した。 

【表３】「情報活用の実践力」段階表 

    段 階 

能力名 

小学校 中学校 

低学年 中学年 高学年 １年 ２年 ３年 

A
収
集
力 

課題や問 題

を基に、進ん

で情 報 を 集

め、調べるこ

とができる。 

①分からないことがあったら、先生や友

達に質問する。 

②分からないことがあったら、辞書や辞

典などの書籍を積極的に活用する。 

③学習課題を解決するのに、体験や実

験・観察を通して得た情報を積極的に

活用する。 

①分からないことがあったら、先生や友達に質問する。 

②分からないことがあったら、辞書や辞典などの書籍や学習

ノートを積極的に活用する。 

③分からないことがあったら新聞やテレビ、インターネット等の

情報媒体を積極的に活用する。 

④学習課題を解決するのに、体験や実験・観察を通して得た

情報を積極的に活用する。 

B
判
断
力 

集 めた情 報

が 正 し い か

見極め、必要

な情 報 を見

つけ出すこと

ができる。 

①たくさんの資料の中から必要な情報を

見つけ出す。 

②人の意見を聞き、情報の良し悪しを判

断する。 

①たくさんの資料の中から必要な情報を見つけ出す。 

②新聞やテレビ、インターネット等の情報媒体から得た情報が

正しいかどうか判断する。 

③対立する意見があるときは、両方の言い分を聞き、それぞ

れの情報の良し悪しを判断する。 

C
表
現
力 

文・図・表を作

成するなど、

情 報 を整 理

することがで

きる。 

①文章を読む

ときに大切

なところに

線を引く。 

①たくさんの情報を集めたときは、種

類ごとに分類する。 

②文章を読むときに大切なところに

線を引く。 

③調べたことをまとめるとき、文章だ

けでなく、図、表なども活用する。 

①たくさんの情報を集めたときは、種類ごとに

分類する。 

②文章を読むときに大切なところに線を引いた

り、コメントを書き加えたりする。 

③調べたことをまとめるとき、文章だけでなく、

図、表、グラフなども活用する。 

D
処
理
力 

整 理 し た 情

報 か ら 筋 道

を 立 て て 考

え、分析する

こ と が で き

る。 

①答えの理由を考えながら問題を解く。 

②多くの情報から共通点を見つけ出す。 

①問題を解くときに、筋道

を立てて考える。 

②多くの資料や意見を検

討して、学習課題に対す

る結論を導く。 

③図や表にまとめられた資

料から必要な情報を読み

取る。 

①問題を解くときに、客観的な根

拠に基づいて、筋道を立てて

考える。 

②多くの資料や意見を検討して、

学習課題に対する結論を導

く。 

③図や表にまとめられた資料か

ら必要な情報を読み取る。 

E
創
造
力 

得 た 情 報 に

自分の見方、

考 え 方 を 加

え、作り変え

ることができ

る。 

①人の意見に

流されず、自

分の考えを

もつ。 

①人の意見に流されず、

自分の考えをもつ。 

②自分の考えを伝えるの

に必要な資料を作成

する。 

①人の意見に流されず、自分の考えをもつ。 

②物事を他人と違う視点で考える。 

③自分の考えを伝えるのに必要な資料を作成する。 

F
発
信 

・ 

伝
達
力 

相 手 に 伝 わ

るように、自

分 の 考 え を

分かりやすく

伝えることが

できる。 

①発表すると

きは、考え

た理由を述

べる。 

②考えたこと

や調べたこ

とを分かり

や す い 文

章で書き表

す。 

①発表するときは、考

えた理由を述べる。 

②考えたことや調べた

ことを分かりやすい

文章で書き表す。 

③相手の反応を確かめ

ながら話をする。 

④自分の考えを、資料

を提示しながら説明

する。 

①発表するときは、考えた理由や客観的な根拠を述べる。 

②考えたことや調べたことを分かりやすい文章で書き表す。 

③相手の反応を確かめながら話をする。 

④発表の時に、言うべきことを整理して話す。 

⑤自分の考えを資料を提示しながら説明する。また、その際

に ICT 機器を使う。 
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この段階表を作成するにあたり、本市の児童生徒の実態と小・中学校９年間における児童生

徒の発達の段階を十分に考慮した。 

例えば、「収集力」における「新聞やテレビ、インターネット等の情報媒体を活用する学習活

動」は、情報媒体に触れる機会や理解できる語彙が少ない小学校低・中学年の段階では、まだ

難しい活動であると考え、小学校高学年以上とした。また、発達の段階が上がるにしたがって、

児童生徒の知識や情報の量は増していくので、中学校の段階で自分の考えを発表するときに、

主観的なものの見方や言い回しでは、説得力に欠けたり、考えが相手に伝わらなかったりする。

そこで、「発信・伝達力」では、小学校高学年以上に、「自分の考えを伝えるときに、考えた理

由や客観的な根拠も述べる」ことを意識させる活動や指導が必要であると考えた。 

このように、「情報活用の実践力」の各能力を伸ばすのに発達の段階に適した学習活動があり、

どの段階でどのような学習活動を行っていくことが効果的であるかを整理した。 

 

⑵ 活動モデルの作成・検討 

活動モデルの作成においては、「中学生の『情報活用の実践力』における構造モデルの検討」

（2008 市原ら）２）を参考にした。市原らは、「情報活用の実践力を適切に育成するためには、

生徒が各能力を適切に関連付けながら習得できるように、カリキュラムや学習活動を組織する

必要がある」とし、「収集力を起点に判断力を育成する学習プロセス」と「表現力を起点に処理

力、創造力、発信・伝達力を育成する学習プロセス」という２つの構造をもたせることの重要

性を示唆している。そこで、各能力を適切に関連付けながら「情報活用の実践力」が習得でき

るように、【図３】のような活動モデルを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】「情報活用の実践力」活動モデル 

収集力を起点に判断力を育成する学習プロセスを活動①「情報を収集し、選択する活動」、表

現力を起点に処理力、創造力、発信・伝達力を育成する学習プロセスを活動②「情報を整理し、

考えや意見を発信・伝達する活動」とし、この２つの活動を基本とした。また、矢印の出発点

となっている能力が矢印の到達点の能力を支える関係があるとし、それぞれの活動に応じた手

活動① 情報を収集し、選択する活動 

 

 

 

◆新たな 

課題の解決 

A 収集力 B 判断力 

活動② 情報を整理し、考えや意見を発信・伝達する活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 処理力 

F 発信・伝達力 
 

E 創造力 C 表現力 

考えの修正など 

◆情報の 

集約・統合 
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立てを考えていくようにした。 

活動①の収集力が判断力を支える理由は、判断力が「集めた情報から必要な情報を見つける

能力」であり、それを高めるためには、「情報を集め、調べることができる能力」である収集力

の形成が必要だからである。 

活動②の表現力が処理力、創造力、発信・伝達力を支える理由は、処理力、創造力、発信・

伝達力が、総じて「整理された情報を分析し、自分の考えをまとめたり、相手に伝えたりする

能力」であり、それを高めるためには、「文・図・表などに情報を整理する能力」である表現力

の形成が必要だからである。 

一単位時間における学習指導過程の流れとしては、活動①の後、得た情報を集約・統合する

活動②を行う流れを基本とした。しかし、学習活動において、他者の考えに触れることで、自

分の考えを修正する場面もあるので、２つの活動が相互に補完し合うことで、児童生徒の情報

活用の実践力は向上すると考えられる。 

さらに、学習した内容を理解することで新たな課題が生じる場合がある。その場合は、２つ

の活動を継続的に繰り返すことで、児童生徒の情報活用の実践力は向上すると考えられる。  

 

３ 授業実践 

授業では、「情報活用の実践力」の育成を意識して取り組むために、【図４】のように学習指導

過程の指導上の留意点に、高めたい能力を明記した。また、作成した「『情報活用の実践力』段階

表」や「『情報活用の実践力』活動モデル」を授業に位置付け実践するために、学習指導過程に活

動モデルの２つの活動を行う場面を太枠で囲み、「情報活用の実践力段階表との関連」の欄を設け、

「能力名（記号）－段階－活動番号」を記した。 

主な学習内容および学習活動 指導上の留意点 情報活用の実践力段階表との関連  

 

６ 水酸化ナトリウム水溶液に

酸を加えていったときの水溶

液の変化を考える。 

 

○ 演示実験の水溶液の移り変わりの

様子を、モデルカードを用いて再現さ

せる。    （表現力・処理力）  

 

Ｃ－中・３年－③  

【図４】 学習指導過程の例 

⑴ 小学校における検証授業 

ア 実施学年・教科および単元名 第５学年 理科 「雲と天気の変化」 

イ 各活動に応じた主な手立て 

活 動 手 立 て 

活動① 
グループごとにインターネットや新聞などから多くの資料を準備させ、必要な情報を選

択させる。 

活動② 

選択した資料と天気の規則性から、これから雲がどう動くかなどを考えさせ、天気を予

想させる。グループで話し合って出た結論を、実物投影機で資料を提示しながら、理由

を明確にして発表させる。 

ウ 本時の目標 

○ 天気の変化の規則性や気象情報を基に天気を予想し、表現することができる。 

○ 天気の変化を予想するための情報を集め、天気とのかかわりを調べることができる。  

 活動② 情報を整理し、考えや意見を発信・伝達する活動 
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エ 学習指導過程 

 

⑵ 中学校における検証授業 

ア 実施学年・教科および単元名 第３学年 理科 「酸・アルカリとイオン」 

イ 各活動に応じた主な手立て 

活 動 手 立 て 

活動① 
ノートの記録を基に、必要な情報をグループで選択させる。実物投影機を活用した演

示実験で得られる情報を収集させ、水溶液の性質と関連付けて観察させる。 

活動② 
個人やグループでモデルカードの操作活動を行わせ、課題に対する結論を筋道立てて

考えさせる。自分たちの考えをワークシートにまとめ、分かりやすく発表させる。  

ウ 本時の目標 

○ 中和と中性の違いについて理解できる。 

○ 水溶液中に存在するイオンの種類から判断し、中和の様子を、イオンモデルを用いて説

明することができる。 

主な学習内容及び学習活動 指導上の留意点 情報活用の実践力段階表との関連  

１ 前時学習を想起する。 

 ○ 天気はおよそ西から東に変
化していく。 

 

２ 本時の問題を確認する。 

 

 

３ 学習の進め方について話し合
う。 

 

 

 

４ グループで予想に必要な資料
を集める。 

 ○ インターネット 

 ○ 新聞 

 

 

 

○ 集めた情報から、天気の変化
を予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報を整理している児童＞ 

 

５ 発表する。 

○ 全体で発表する。  

 

６ まとめをする。 

 

 

○ 天気の変化のきまりを生かし
天気を予想しようという目的を
もたせる。 

 

 

 

○ どんなことが分かれば予想で
きるかを考えさせる。  

 

 

 

○ これまでの情報収集活動を生
かし、手際よく気象情報を集め、
取捨選択させる。 

（収集力・判断力） 

 

 

 

○ 集めた情報を種類ごとに整理
させる。     （表現力） 

○ 発表するために必要な情報を
分析させる。   （処理力） 

○ 大きく 3 枚の写真資料を用意
させ、そのことからどう変化し
ていくかを考えさせる。 

（処理力） 

○ 自分の考えをワークシートに
まとめさせる。  （創造力） 

○ 実物投影機を使い、これまで
の雲の動きを基に、これからど
のように変化していくかを説明
させる。  （発信・伝達力） 

 

 

○ 本時では、予想までの過程に
おける思考が重要であることを
知らせ、賞賛する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新聞で情報を集める児童＞ 

 
 
A‐小・高学年‐③ 
B‐小・高学年‐① 
 
 
 
 
 
C‐小・高学年‐① 
 
D‐小・高学年‐② 
 
D‐小・高学年‐① 
 
 
 
E‐小・高学年‐③ 
 
F‐小・高学年‐①⑤ 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜まとめた結果を発表する児童＞ 

わたしたちにも、天気の変化を予想できるのだろうか。 

 活動① 情報を収集し、選択する活動 

その場所の西の天気や雲の動
きを調べることで天気の変化
を予想できる。 

 活動② 情報を整理し、考えや意見を発信・伝達する活動 
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【図５】インターネットで情報を収集する児童  

エ 学習指導過程 

主な学習内容及び学習活動 指導上の留意点 情報活用の実践力段階表との関連  

１ アルミ缶とアルカリ性洗剤の
反応で起こる事故を知る。 

 
２ 水酸化ナトリウムの危険性に
ついて確認する。 

 
３ 学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
４ 学習課題について班で予想す
る。 
生徒の予想として  
・塩酸を加え中和し、水溶液を
中性にする。 

理由：中和により塩化ナトリウ
ムと水ができる。  

 
５ 演示実験で水溶液の性質の移
り変わりを確認する。  
 
演示実験  
・水酸化ナトリウム水溶液に塩
酸を 1 滴ずつ加える。 

観察の視点  
・フェノールフタレイン溶液、
ＢＴＢ溶液の色の変化  

 
 
 
 
６ 水酸化ナトリウム水溶液に酸
を加えていったときの水溶液の
変化を考える。 

 
７ 発表する。 
 
 
 
８ 本時の内容をまとめる。 
 
 
 
 
 
９ 酸性化した湖の話を聞く。  

○ 薬品等の危険性が日常生活の
中にもひそんでいることを意識
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 何（薬品）をどの程度加える
か必要な情報をノートで調べ
させる。  （収集力・判断力） 

 
 
 
 
 
○ 指示薬の色の変化を記録さ
せ、水溶液の性質と関連付けて
観察させる。（収集力・判断力） 

 
 
○ 中和と中性の違いについて確
認させる。 

 
 
 
 
 
 
○ 演示実験の水溶液の移り変
わりの様子を、モデルカードを
用いて、再現させる。 

（表現力・処理力） 
○ 学習課題を意識したまとめ
を行い、発表させる。 

（発信・伝達力） 
 
○ デジタルコンテンツを用い
て、学習の定着を図る。  

 
 
 
 
○ 自然環境保全への意識をもた
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜予想を考える生徒＞ 

 
A‐中・３年‐①② 
B‐中・３年‐① 
 
 
 
 
 
 
A‐中・３年‐④ 
B‐中・３年‐① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜モデルカード＞ 
C‐中・３年‐③ 
D‐中・３年‐③ 
 
 
C‐中・３年‐① 
F‐中・３年‐①⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜まとめた結果を発表する生徒＞  

 

⑶ 授業の成果 

ア 小学校での検証授業の成果 

活動①では、【図５】のように、インターネットや新

聞で集めた気象情報を基に、天気の変化を予想するた

めに必要な情報を選択していた。児童は、「雲の量が分

からないといけない」、「雨の量が分かるとくもりか雨

の天気の違いが分かる」などと話し合っていた。 

どのような処理を加えれば水酸化ナトリウム水溶液を安全に処理できるだろうか。 

塩酸を加え中和させ、中性に
した後に捨てるようにすれ
ばよい。 

 

 活動① 情報を収集し、選択する活動 

 活動② 情報を整理し、考えや意見を発信・伝達する活動 
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【図８】 授業後の意識調査結果（中学校） 

【図７】ノートを基に意見を述べ合う生徒 

活動②では、収集した情報と天気の規則性から、明日の天気を予想させた。児童は、これ

から雲がどう動くのか、アメダスの資料と雲の動きを関連付けて、自分の考えをもち、グル

ープで話し合っていた。その後、話し合って出た結論を、視覚的に伝えるために実物投影機

を使い説明した。児童は、作成した資料を基に理由を入れて説明したり、それに対して具体

的に質問したりする姿が見られた。 

学習後の児童の意識調査を分析すると、【図６】のように、実物投影機を活用して自分た

ちの考えを伝えることができたと思っている児童が多いことが分かる。このことから、多く

の情報を取捨選択させる活動と発表

するのに必要な情報を分析させる活

動が、自分の考えを発信・伝達する

ことにつながったといえる。分かり

やすいワークシートを作ることにつ

いてはまだ不十分なので、「表現力→

創造力」の活動の手立てを考えてい

く必要がある。 

 

イ 中学校での検証授業の成果 

活動①では、【図７】のように、学習課題に対する予

想に必要な情報を記録ノートで過去の授業を振り返り

ながら調べていた。既習事項を課題と照らし合わせ、

塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜたときの変化な

どの情報をノートの記録から収集することができた。

さらに、それが課題解決に必要な情報かどうかグルー

プで意見を交わしながら整理し、ホワイトボードに予

想を書くことができた。また、塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜる演示実験では、画面

に映る水溶液の変化を自分たちの予想と照らし合わせながら観察・記録していた。  

活動②では、水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えたときのイオンの様子をモデルで再現

しながらグループで活発に意見交換をしていた。演示実験の様子とモデルカードの操作によ

るイオンの動きとを関連付けながら、水溶液の変化の様子を筋道立てて考えていた。この活

動でも、記録ノートを取り出し、自分の考え方が本当に正しいかどうか確認する姿があった。 

学習後の生徒の意識調査を分析すると、【図８】のように、必要な情報を記録ノートで調

べたり、演示実験の様子とモデルカードの操作とを関連付けて考えたりすることができた生

徒が多いことが分かる。得られた情

報を基に、モデルカードを用いた活

動が効果的であり、課題の解決につ

ながったといえる。解決したことか

ら課題を意識して文章にまとめ、発

表することについては不十分であり、

「表現力→発信・伝達力」の活動の

手立てを考えていく必要がある。 

【図６】 授業後の意識調査結果（小学校） 



１－２０ 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

【図９】のように、情報活用の実践

力について、児童生徒に意識調査（対

象：検証授業学級 62 名、実施時期：

９月、１２月）を行った。９月と１２

月の結果を比べると、全体的に肯定的

な回答が増え、情報を選択する「判断

力」、整理する「表現力」、考えを発信・

伝達する「発信・伝達力」、それぞれが

伸びていることが分かる。特に、「表現

力」は、66％から 78％と大きく伸びて

いる。この意識調査の結果は、活動①、

活動②のそれぞれの流れを意識した学

習活動を児童生徒に繰り返し取り組ま

せてきた成果といえる。 

このように、段階表や活動モデルを

学習指導過程に位置付け、「情報活用の

実践力」を意識した学習活動に取り組

み、その学習活動に応じた手立てを講じたことで、情報を適切に選択・整理し、自分の考えを発

信・伝達する児童生徒を育成することができたと考える。 

 

２ 研究の課題 

今後は、さらに段階表や活動モデルの活用の在り方を工夫・改善し、小・中学校９年間におけ

る児童生徒の発達の段階に応じたつながりのある学習指導を行っていく必要がある。特に、活動

モデルにおける「情報活用の実践力」の各能力の育成の在り方をさらに研究をしていくことが大

切である。 

 

＜引用・参考文献＞ 

「小学校学習指導要領」解説 理科編 文部科学省 

「中学校学習指導要領」解説 理科編 文部科学省 

「教育の情報化に関する手引き」   文部科学省 

「教育の情報化ビジョン～21 世紀にふさわしい学びと学校の創造を目指して～」文部科学省 

１）「情報活用の実践力尺度の作成と信頼性及び妥当性の検討」  

1999 日本心理学第 63 回大会発表論文集 高比良ら 

２）「中学生の『情報活用の実践力』における構造モデルの検討」  

2008 日本教育工学会論文誌 市原ら 

＜研究同人＞ 

所  長 有村 政美 
指導主事 黒木 修志 
研 究 員 横山 登 （檍小学校）         岩切 美弥（生目南中学校） 
     堀川 貴史（木花小学校）        日髙 純司（広瀬中学校） 
     後藤 智美（檍北小学校）        川添 卓哉（生目台中学校） 

【図９】児童生徒の意識の変容 



Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

２１世紀の知識基盤社会においては、生きる力を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やか

な体」の調和のとれた児童生徒の育成が求められている。さらに、教科等を横断して改善すべき

事項として、情報教育、キャリア教育、安全教育などがあげられている。 

また本市においては、「宮崎で育ち、学ぶことを通して、郷土に誇りと愛着を持つ感性豊かな

子どもたちの育成」を「目指すべき姿」として、「宮崎市教育ビジョン」が策定され、その中で、

確かな学力やキャリア教育等の充実が求められている。また、東日本大震災の教訓や日向灘域の

地震の活動化を受け、本年度より市内の小中学校に新たに防災主任を置いた。さらに、本年度中

に、市内すべての小中学校のコンピュータを入れ替え、教育の情報化のさらなる推進に努めてい

るところである。 

これらの社会や宮崎市の状況を踏まえ、本研究班においては、宮崎市の子どもたちが、自分の

よさや可能性などに気付き、自らの将来を考え、自分らしい生き方を実現していこうとする態度

を育成するキャリア教育の指導の在り方について、２か年計画で研究を進めることとした。 

初年度である本年度は、キャリア教育において育成すべき能力である「基礎的・汎用的能力」

の４つの能力の中でも、小中学校における日常の教育活動において特に重要であり、人間として

より根底をなす能力である「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」の２つ

に焦点を絞って指導計画を立て、研究を進めていくことが必要であると考えた。 

そこで、本年度は、教育活動全体におけるキャリア教育の視点を明確にしたシラバスを作成し、

視点を体系化した授業の在り方についての研究を行い、人間関係や自己に関する能力を育成した

いと考える。 

このことにより、全体の研究主題である「『生きる力を育む教育活動の創造』～自ら考え、判断

し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～」に迫ることができるであろうと考え、本主題

を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標 

キャリア教育を通して身に付けさせたい「基礎的・汎用的能力」を育成するために、教育活動

全体におけるキャリア教育の視点のもち方や、視点を体系化した授業等の在り方を実践的に究明

する。 

「生きる力を育む教育活動の創造」 
～自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～ 

全体研究主題 

教育の情報化研究班 
 

防災教育研究班 
 

キャリア教育研究班 
キャリア教育を通して、自ら考え、判断し、行動できる児童生徒の育成 

～人間関係や自己に関する能力の向上を中心として～ 

１－２１ 

各班研究主題 



Ⅳ 研究仮説 

教育活動全体におけるキャリア教育の視点を明確にしたシラバスを作成し、授業を計画・実践

すれば、「基礎的・汎用的能力」を身に付けた児童生徒を育成することができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想及び研究計画 

  本研究の構想及び計画をまとめると、【図１】のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

 １ キャリア教育の捉え方（理論研究より） 

  (1) キャリア教育とは 

    キャリア教育とは「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」と定義されている〔注１〕。キャリア発達

とは、「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程のこと」

である〔注２〕。 

近年、「７・５・３現象」で代表されるような若者の早期離職や、フリーター志向の拡大、

ニート（若年無業者）が社会問題化している中で、各学校段階において、自分らしい生き方

を実現していこうとするキャリア発達を促す手立てが必要である。 

例えば、豊かな人間性や学力、体力の日々のレベルアップが、自分の将来の選択肢や可能

性を広げ「なりたい自分」へ一歩ずつ近づいていること、高校や大学等に入ることはゴール

ではなく通過点であり、学び続ける力や働き続ける力をいつまでも身に付けていくこと、な 

１－２２ 

【図１ 研究構想及び研究計画】 



どの構想を根底

にした教育活動

を展開していく

ことで、子ども

たちのキャリア

発達を促すこと

ができると考え

る【図２】。また、

教師が【図２】

のようなイメー

ジをもって子ど

もたちに常に語

りかけていくこ

とで、将来の目

標実現のために「学びたい」という意欲を高めることができると考える。そのため、小学校段

階から組織的・系統的なキャリア教育の充実を図ることが重要である。 

(2) 「基礎的・汎用的能力」とは 

    キャリア教育で身に付けさせたい能力である「基礎的・汎用的能力」は、「人間関係形成・

社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の

４つの能力によって構成される【表 1】。中教審のまとめでは「以上の４つの能力は、独立し

たものではなく、相互に関連・依存した関係である。順序があるものでもなく、これらの能

力をすべての者が同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない。」と記され

ている〔注３〕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    以上のような、理論研究や文部科学省の藤田調査官の講話をもとに協議を重ね、児童生徒

の実態や傾向を把握した上で、キャリア教育の視点を明らかにした指導の工夫や授業づくり

について研究を進めることとした。 

 

   

【表１ 基礎的・汎用的能力】 

【図２ キャリア教育のイメージ】 
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２ 児童生徒の実態と目標設定 

まず、児童生徒の「基礎的・汎用的能力」に関する実態を把握するため、「みやざき学力・意識調査

（小５・中２）」の結果を基に、研究員の所属する学校と県との比較を行った【表２】。 

【表２ みやざき学力・意識調査】                         単位：％ 

対象校の傾向として、小学校では、夢や目標をもつ、人の気持ちを理解したい、役に立ちたいとい

う項目は、県平均と比較するとわずかに下回っている。中学校では、全項目において県平均よりも高

いが、「自分には良いところがある」という項目については他と比較すると低くなっている。このこと

から、自己肯定感を高めるための取組を行う必要性が分かる。 

次に、キャリア教育の手引きを参考にしてアンケートを作成し、研究員の所属する学年の児童生徒

及び教師を対象に実施した【表３】。 

【表３ アンケート調査項目】 ※対象：小学校3・5・6年 406名、中学校1・2・3年 514名、教師41名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】は【表３】のアンケートの調査結果である。児

童生徒、教師共に挨拶や会釈などの礼儀、当番や係活動

は比較的よくできていると考えていることがわかる。し

かし、児童生徒の評価を見ると、△印にあるように、相

手意識をもった自己表現、自分から進んで調べようとす

る態度、「なぜ働くのか」という勤労観・職業観の確立、

自己肯定感の低さが課題として浮かび上がった。また、

場や相手に応じた声の大きさや言葉遣い、自己肯定感に

ついては、教師と児童生徒の意識に差が見られた。 

そこで、アンケートの結果と日常の児童生徒の観察 

                      から、【表４】のような「基礎的・汎用的能力」ごとに 

目指す児童生徒像を設定した。 

 

 質問内容 小学校３校 県 県との比較 中学校３校 県 県との比較 

１ 将来の夢や目標がある。 88.8 89.3 －0.5 78.7 74.3 ＋ 4.4 

２ 人の気持ちがわかる人間になりたい。 88.5 90.2 －1.7 95.2 92.7 ＋ 2.5 

３ 人の役に立つ人間になりたい。 92.2 93.0 －0.8 96.2 93.5 ＋ 2.7 

４ 自分には良いところがある。 79.5 78.1 ＋ 1.4 64.3 63.6 ＋ 0.7 
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2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

児童・生徒

教師

※４点～いつも考えている、3点～時々考えている、2点

～あまり考えていない、1点～まったく考えていない、の

4段階で答えた結果の平均である。対象は、小学校、中学

校それぞれ3校の児童生徒及び教師である。 

※対象：研究員が所属する小学校３校の５年生４１３名、研究員が所属する中学校３校の２年生６１０名 
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【図３ アンケート調査結果（７月）】 



【表４ 目指す児童生徒像】 

基礎的・汎用的能力 目指す児童生徒像 

人間関係形成・社会形成能力 他者を尊重・理解し、その場に応じた言動がとれる児童生徒 

自己理解・自己管理能力 自分自身のよさに気付き、自らを律しながら進んで学ぼうとする児童生徒 

課題対応能力 自ら課題を見付け、情報を適切に判断・選択しよりよく解決しようとする児童生徒 

キャリアプランニング能力 「働くこと」の意義を理解し、自己の役割を踏まえて、自分の生き方を考えようとする児童生徒 

 

３ キャリア教育のシラバス 

  各学校においてキャリア教育の指導は行われているが、活動が単発であったり、学習したことがその

後の日常生活に生かされていなかったりといった現状がある。 

そこで、「特別活動」や「総合的な学習の時間」「道徳の時間」「各教科」「日常生活」といったあらゆ

る教育活動の中で、教師がキャリア教育の視点を明確にし、各々の教育活動を関連させて指導していく

ために、年間指導計画を基にキャリア教育のシラバスを作成した【表５】。また、キャリア教育を通して

身に付けさせたい「基礎的・汎用的能力」の分類番号（①人間関係形成・社会形成能力 ②自己理解・

自己管理能力 ③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力）を示すことで、教師が教育活動と「基

礎的・汎用的能力」の関連性を意識し、体系的に指導ができるようにした。 

 

【表５ キャリア教育のシラバス（赤江小６年）】 
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４ キャリア教育の視点を踏まえた授業づくり 

(1)  「自己理解・自己管理能力」育成の授業づくり 

ア 「キャリアデザイン」 

  児童生徒にとって、今学習していることを日常生活にどう生かすか、将来の自分にどの

ようにつながっていくのか、というイメージを具体的にもつことは大切である。 

そこで、今の学習活動が、過去や未来の学習活動とどうつながっているのか、また、学

習したことを、今後どの場面で生かすことができるのか等の見通しがもてるようにするた

めに、キャリア教育のシラバスから、身に付けさせたい能力を絞り込んで重点的に指導す

るための「キャリアデザイン」を作成し、拡大して教室に掲示した【図４の右】。 

    

 

 

 

  

                              

 

 

           

 

 

 

【図４ シラバスから作成したキャリアデザインのモデル（赤江小６年）】 

イ 授業の実際  

      赤江小学校第6学年 「学級活動」 自分のよいところを知ろう 

（ｱ） 授業のねらい及びポイント 

本学級には、自分のよさが見つけられない自己肯定感の低い児童が数名いる。また、

積極的に自分の気持ちを表現することに苦手意識をもつ児童もいる。これから中学生と

いう多感な時期を迎える児童にとって、自分自身の姿や日頃の行いについて振り返りな

がら自分自身を見つめたり、友達のよさを見つけたりする学習活動を行うことは、「自

己理解・自己管理能力」を高め、自己肯定感をもたせることにつながると考える。 

本時は、自分や友達の頑張り、努力に気付かせ、自他を認める態度を育て、自己肯定

感を高めるために、事前に作成した「よいところみつけカード」を活用した。また、自

分自身のよさや頑張りを認識させ、卒業までの見通しをもって活動する意欲をもたせる

ために、周りの人からの「ビデオレター」や中学校教諭の話を聞く場を設定した。 

(ｲ) 学習指導過程 

 

 

 

 

 

１ – ２６ 

本時 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 児童の感想 

        「ビデオレターを見て、先生方や１年生にも６年生のよいところをみつけてもらえ、

こんなにうれしいことはないと思いました。」「自分が思っているより友達がよいところ

をたくさん書いてくれて、正直びっくりしました。」「たくさんがんばりをほめてもらっ

たので、これからはもっとしっかりした目標をもって頑張っていきたいと思いました。」 

(ｴ) 考察 

     本時で「よいところみつけカード」やビデオレターを活用したことで、自己肯定感の

低い児童にも自分のよさに気付かせることができた。また、展開後段で、中学校教諭の

話を聞くことが、中学校での自分の姿を意識することにつながった。さらに「よいとこ

ろみつけ」を帰りの会等で継続することで、互いのよさにも気付かせることができた。

また、「キャリアデザイン」を意識して 11 月の道徳を実践することで、その後の修学旅

行での役割を自ら進んで行

う場面も見られた。 

(1)  「人間関係形成・社会形成能力」 

育成の授業づくり 

ア 「キャリアデザイン」 

前述の小学校の授業を受けて 

「キャリアデザイン」をより意 

識するために、生徒一人一人が 

手元において毎日確認できるよ 

う工夫した【図５】。 
【図５ キャリアデザインのモデル（大淀中１年）】 

１ –２７ 

本時 



イ 授業の実際 

大淀中学校第１学年「学級活動」  

コミュニケーションって何だろう～一方向双方通行のコミュニケーション～ 

(ｱ) 授業のねらい及びポイント 

本学級は、「hyper-QU」の結果によると、ソーシャルスキルが不十分であると認めら

れる生徒が多く、些細なことからトラブルに発展することがある。そこで、ソーシャル

スキルを高めることをねらいとした授業を設定した。 

まず、事前指導として、11 月を「人間関係向上月間」と位置付け、個人目標をたて、

毎週の CSS（クラスルーム・ソーシャル・スキル）目標も「かかわりのスキル」に重

点を置いて指導を行った。本時では、一方方向と双方向のコミュニケーション体験と、

台詞カードと感情カードを使った活動を取り入れ、コミュニケーションのコツを意識さ

せた。終末段階では個々の手元にある「キャリアデザイン」を確認させた後 CSS 目標

を立てさせ、１週間実践・評価し、12 月の人権学習につなげた。 

(ｲ) 学習指導過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 生徒の感想 

       「コミュニケーション体験をして、課題ができなかったので、日頃もやっていないん

だなということを感じました。」「感情を伝えるのがこんなに難しいことだったとは思っ

ていませんでした。表情がないとわからない、一方的に言うと伝わらずに終わることが
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とても勉強になりました。」「今日はいい経験ができました。この経験を生かして、人生

で人と仲良くコミュニケーションがとれるよう頑張っていきたいと思います。誤解され

るときもあるので、気を付けていきたいと思います。(話し手を体験した生徒)」 

(ｴ) 考察 

本時のスキルトレーニングは、生徒にとって初めてで難しい課題であったが、意欲的

に取り組み、相手を意識したコミュニケーションのためのコツを普段の生活に生かして

いこうという意欲をもたせることができた。また、「キャリアデザイン」をもとにチャ

レンジカードを活用したことで、日常的にスキル向上を意識させることができた。 

 

５ 児童生徒の変容 

【表３】のアンケートを 12月に再び実施し、

児童生徒の変容を調べた。その結果、「自己理

解・自己管理能力」の育成を中心に授業を行っ

た小学校の学級では、平均が 3.23 点から 3.38

点に上がった【図６】。質問１６の自分のよいと

ころを挙げる項目では、３つ以上挙げたり短時

間で書き出したりする児童生徒が増えた。内容

も自分の得意なことから他者との関わりに及ん

だものに変わった。このことから、自己理解が

深まると共に、人間関係に関する能力も高まっ

たと考えられる。また、「人間関係形成・社会形

成能力」の育成を中心に授業を行った中学校の

学級では、人間関係形成に関わる項目の平均が

3.21点から 3.31点に上がった。 

「キャリアデザイン」を作成し生徒に提示し

た学級（【図７】のＡ組）は、「自分の将来に向

かって努力したり、生活や勉強の仕方を工夫し

たりしていますか」の項目が他学級より大きく

上がった。「キャリアデザイン」を活用すること

で、近い将来を含めた、先を見通す意識が高ま

ったのではないかと考えられる。 

また、中学２年生では職場体験学習を行った

にもかかわらず、「今学んでいることが、将来の

自分につながっていると考えていますか」の項

目が全体的に見ると下がるという予想外の結果

になった。しかし、学級ごとに見ると、担任がキャリア教育の視点をもって指導を続けたＡ組

では上がっている【図８】。このことから、キャリアデザインを活用して、系統的な指導を継続

していくことが重要であるということがわかった。 

 

 

質問 ７：気持ちが進まなくてもやるべきことをやるか。 

質問 ８：自分の仕事を責任もってしているか。 

質問１６：自分のよいところを３つ以上あげられるか。 

【図６ アンケート結果（自己理解・自己管理能力）】 

【図７ アンケート結果（「キャリアデザイン」活用の差）】 

【図８ アンケート結果（教師の意識による差）】 

質問 1５：将来の目標に向かって努力したり、生活や勉強

の仕方を工夫したりしているか。 

１－２９ 

質問13：今学んでいることが将来につながっていると考 

えるか。 
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Ⅶ 成果と課題 

 １ 研究の成果 

今年度はキャリア教育のシラバスや「キャリアデザイン」を作成し、「自己理解・自己管理能

力」や「人間関係形成・社会形成能力」に関する指導を体系的に行った。その結果、事後の児

童生徒のアンケートから「自己理解」と「人間関係形成」に関する能力の高まっていることが

わかった。自分のよいところを挙げる記述についても、他者との関わりについての内容が増え

た。また、教師や児童生徒の感想等を見ても、相手意識をもった自己表現、場に応じた言動を

とろうとする意識の向上がうかがえた。「自己理解」についての能力を高める手立てを継続的に

行ってきたことで、児童生徒が自分のよさに気付き、集団の中でそのよさを生かそうとする姿

も見られた。 

さらに、教師がキャリア教育の視点をもって、日常の指導や授業等を体系的に行うことによ

り、児童生徒、教師共に学習活動の見通しをもてるようになり、キャリア教育に対する意識が

高まった。 

   このことから、本研究がねらった小中学校におけるキャリア教育が目指す能力の基盤づくり

という点では、「基礎的・汎用的能力」を身に付けた児童生徒の育成が図られたと言える。 

  

２ 研究の課題 

キャリア教育のシラバスを作成したことにより、各教科等の関連を図った指導を行うことが

できるようになったが、さらにキャリア教育を効果的に進めるために、目標となる活動に向け

て関連のある学習内容を同時期に計画するなど、単元配列等を工夫したシラバス（キャリア教

育指導計画）を作成することが重要である。 

また、宮崎市の子どもたちのキャリア発達を促すために、本研究の取組を市内の小中学校に

どのように広げていくかという手立てを考えていく必要がある。 

 

 

引用・参考文献 

「小学校キャリア教育の手引き」（文部科学省 平成２２年１月） 

「キャリア教育のススメ」（国立教育政策研究所 平成２２年４月） 

「キャリア教育を創る」（国立教育政策研究所 平成２３年１１月） 

「今ある教育活動を生かしたキャリア教育」（国立教育政策研究所 平成２４年８月） 

〔注１、２、３〕「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」 

（中央教育審議会 平成２３年１月） 

 

研究同人 

所 長  有村 政美 

主 幹  吉牟田浩一 

研究員  濵﨑かおり（宮崎市立赤江小学校）  野口 晶子（宮崎市立大淀中学校） 

       日野 浩二（宮崎市立住吉小学校）  吉本 真紀（宮崎市立住吉中学校） 

       田中 洋貴（宮崎市立大塚小学校）   椿本 幸恵（宮崎市立東大宮中学校） 

 

  

１ －  ３ ０  


